
とき 11月3日（祝・水）　午前10時～
ところ 文化会館ホール
問い合わせ 市長公室（内線418）
※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合があります

戸田市表彰式

敬称略、順不同

公益のために寄附をしていただいた個人または団体に対し、感謝状を授
与します。

感謝状授与

善行をはじめ、産業の振興、学術上の研究、スポーツなどでの功績を残し
た方が対象となります。

一般功労表彰

環境美化活動 美女木4丁目町会（代表：稲垣 賢治）
福祉活動 いきいき♡虹の会、戸田車いすダンスサークル
スポーツ功労 大山 重隆、平岩 優奈、豊島 リサ、荒川 龍太、

長谷川 唯、立田 寛之、八尾 陽夏、北條 寧依、
團栗 聡音、小牧 彩音、大山 海怜、手坂 心乃、
関根 逞、関根 誠、新山 愛望、坂谷 りんね、
山田 心海、荒木 未央、本宮 佳奈、唐澤 颯斗、
前田 悠名、吉川 恭太郎、田立 健太、
根本 拓海、植竹 寛弥、松浦 大河、小林 雅人、
勝又 晋一、澤地 栞莉、渡邊 花穂、小林 愛喜、
山田 晴朝、植野 綺乃、コログルエルバン、
田﨑 優斗、髙田 美咲、田中 優衣、横関 彩花、
埼玉県立戸田翔陽高等学校男子バレーボール部、
戸田ミニバスケットボールクラブ、
埼玉県立南稜高等学校バトントワリング部

スポーツ推進スタッフ 石井 信行、関口 慎二
地域レクリエーション
活動の推進 秋元 良夫、栗原 清

青少年の健全育成 井田 弘志、今井 崇、神浦 賢弥、山田 郁夫

市内事業所などに勤務し、それぞれ基準年数を満たした方が対象となり
ます。

永年勤続表彰

10年 髙本 陽子、鈴木 綾香、石井 直香、鈴木 里紗、小泉 聡子、
鈴木 公江、並木 哲子、橋本 彩加、藤本 教子、丸山 和子、
皆木 悦子、山本 澄代、浜野 順子、吉羽 まゆみ、中盛 正枝

20年 金城 光一、竹田 裕章、小川 好江、高橋 一平、
入江 俊彦、野口 あずさ

市長、市議会議員および行政委員などで、在職期間がそれぞれ基準年数
を満たした方が対象となります。

市議会議員 峯岸 義雄、榎本 守明（再表彰）、
本田 哲（再表彰）、山﨑 雅俊（再表彰）

教育委員会委員 仙波 憲一（再表彰）
公民館運営審議会委員、
民生委員・児童委員 本橋 みゆき

社会教育委員 萩原 洋一
青少年問題協議会委員 加藤 百合子
青少年問題協議会委員、
図書館運営協議会委員 青塚 和子

情報公開・個人情報
保護審査会委員 黒田 典子

情報公開・個人情報
保護運営審議会委員 吉永 圭

スポーツ推進委員 笹川 孝司
介護認定審査会委員 大　 薫、宮澤 茂隆、及川 陽子（再表彰）
中小企業振興会議委員 黒田 英一、小山 忠、坂上 成人、田中 治夫、

花井 正幸、間藤 雅夫
町会長 伊藤 和夫、細井 光男、本田 國雄、

市川 悦夫（再表彰）、坂下 正直（再表彰）
民生委員・児童委員 飯塚 肇、伊藤 和彦、梅田 義秋、江口 清美、

江村 早苗、大熊 和子、金澤 慎子、
加納 由紀子、栗原 幸一、胡桃澤 わか子、
剣持 衣美子、小山 進、齋藤 正人、荘 智子、
関根 伊津子、戸井田 博之、長岐 緑、
峰岸 孝行、八木橋 明、八木橋 美知子、
矢作 美奈子、横山 知由、吉岡 紀子

保護司 星 宏和
統計調査員 植野 重男
消防団員 根岸 洋、廣田 大悟、秋元 健太（再表彰）、

横山 秀明（再表彰）

自治功労表彰

※再表彰は、一度表彰された後も引き続き在職され、再び基準年数を満たした方です

石塚 忠雄、稲垣 寛至、駒崎 喜良、別府 克己、堀田 禮子、
株式会社ノジマ（代表執行役社長：野島 廣司）、
株式会社フルノシステムズ（代表取締役社長：中谷 聡志）、
株式会社ラック（代表取締役：藤田 祐志）、
川口信用金庫（理事長：木村 幹雄）、
キリンビバレッジ株式会社（常務執行役員：増田 理）、
銀座ステファニー化粧品株式会社（代表取締役：李 宇慶）、
合同会社ファンタイム（代表社員：松井 隆）、
戸田蕨公衆電話会（会長：須賀 文雄）、
ニチバン株式会社（代表取締役社長：高津 敏明）、
明治安田生命保険相互会社浦和支社（支社長：松井 毅）、
有限会社　新井事務所（代表取締役：新井 勝利）、
ライオン株式会社（サステナビリティ推進部　部長：小和田 みどり）

新型コロナウイルス感染症対策にご尽力いただいた医療従事者の方の
功績に対し表彰を行うものです。

一般社団法人　蕨戸田市医師会

特別表彰

市では自治の振興に貢献した方、善行をさ
れた方、郷土の名誉を高めた方、市内の事
業所に永年にわたり勤務された方、公益の
ために寄附をされた方や団体などを表彰
しています。

今後も「未来共創のまち　とだ」の実現に向け、
民間活力を積極的に活用して行財政改革に取り組んでいきます。

市では、持続可能で効果的・効率的な行財政運営による安定した行政サービスを提供できるよう、行財政改革に取り組んで
います。今回は、行財政改革プランの達成状況とその一例を紹介します。 問い合わせ　共創企画課（内線413）

持続可能で効果的・効率的な行財政運営
のために  〜戸田市行財政改革プラン（第6次行政改革）〜

● ベビーカーコンサートin戸田
市の施設を利用した多
世代交流推進のアイデ
アを募集し、子どもたち
を中心に、祖父母世代も
参加できる演奏会を民
間企業と連携して実施し
ました。

　民間企業などが持つ、資源や特色、ノウハウを生かして、より効果的、効率的な行政サービスを提供するため、「公民連携」
を推進しています。
　令和2年度は、4件の連携協定を締結し、まちづくりのさまざまな場面で連携事業を実施しています。

民間企業と連携した取り組みの一例を紹介します！

　戸田市行財政改革プラン（第6次行政改革）
は、平成28年度～令和2年度までの5年間を
計画期間として、①財源確保に向けた積極的
な経営、②最適化を目指した行政経営、③自治
を育む地域経営の3つの柱を中心に、全135
件の取り組みを行いました。
　令和2年度は、学校の建て替えや市税の収
納率向上などの取り組みの結果、14億1,457
万3千円の財政効果がありました。

　また、5年間の財政効果の累計額は、

48億8,575万3千円となりました。

行財政改革プランの達成状況

6

仕上サイズ
データ 登録
297
210
左アキ

297
210
左

天地
左右
アキ

toda21-11_06-07_CC21.indd   6toda21-11_06-07_CC21.indd   6 2021/10/22   2:142021/10/22   2:14


